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近
世
非
人
垣
外
形
成
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
わ
り 

ペ
レ
ス
・
リ
オ
ボ
・
ア
ン
ド
レ
ス 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

筆
者
は
以
前
、
宣
教
師
の
全
国
に
お
け
る
病
院
設
立
と
「
救
癩
」
活
動
に
つ

い
て
触
れ
、
一
六
三
二
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
一
三
〇
人
の
「
ヒ
ニ
ン
」

が
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
と
い
う
事
件
に
注
目
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
関

西
の
垣
外
（
非
人
宿
）
の
住
居
者
で
あ
っ
た
。
大
坂
の
道
頓
堀
（
悲
田
院
と
も

呼
称
さ
れ
た
）
と
天
満
、
堺
の
七
度
浜
非
人
村
で
一
六
三
一
年
の
終
わ
り
ご
ろ

に
取
り
締
ま
り
が
あ
り
、
追
放
者
が
出
た
こ
と
、
伏
見
と
京
都
の
「
病
院
・
ヒ

ニ
ン
宿
」
で
も
取
り
締
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
江
戸

か
ら
追
放
者
が
出
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
示
唆
し
た
（
一
）
。 

デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
の
宣
教
師
は
迫
害
が
開
始
さ

れ
た
一
六
一
四
年
の
後
に
も
「
病
院
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
続
け
た
が
、
病
院

は
一
六
一
四
年
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
的
色
彩
を
引
き
剥
が
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
。
そ
の
時
、
宣
教
師
が
「
病
院
」
と
呼
ん
で
い
た
の
は
非
人
宿
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。 

十
七
世
紀
前
半
の
垣
外
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
率
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ

る
キ
リ
シ
タ
ン
病
院
が
一
六
一
四
年
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
他
の
病
院
の
終
焉
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
情
報
は
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
病
院
は
近
世
非
人
宿
と
継

続
的
な
関
係
で
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
迫
害
の
た
め
に
家
と
財
産

を
失
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
貧
民
は
、
成
立
過
程
中
に
あ
っ
た
非
人
宿
に
夥
し
く
移

動
し
た
と
い
う
現
象
も
起
こ
っ
た
。 

堺
の
場
合
、
山
本
薫
に
よ
り
、
小
西
一
族
が
一
亓
八
二
年
に
建
て
た
「
癩
病

院
」
と
近
世
非
人
宿
の
成
立
と
の
関
係
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
史
料
が
な
い
た
め
「
四
ヶ
所
と
の
系
譜
は
可
能
性
で
し
か
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
（
二
）
。 

 

も
う
一
つ
の
議
論
の
展
開
は
藤
原
有
和
の
実
証
に
よ
れ
ば
、
大
坂
四
ヶ
所
（
垣

外
）
の
道
頓
堀
、
悲
田
院
、
鳶
田
の
各
長
吏
は
「
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
」
及
び
そ

の
類
族
で
あ
っ
た
と
い
う
（
三
）
。
加
え
て
、
和
歌
山
城
吹
上
非
人
村
長
吏
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
転
び
キ
リ
シ
タ

ン
」
は
非
人
宿
の
中
核
的
位
置
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
関
係
は
関
西
に
留
ま
ら
な
い
。
江
戸
四
ヶ
所
の
品
川
宿
の
非
人
頭
松
左

衛
門
の
祖
先
長
九
郎
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
繋
が
り
が
見
え
（
四
）
、
長
吏
頭
弾
左

衛
門
と
非
人
頭
車
善
七
が
最
初
に
居
を
構
え
た
浅
草
鳥
越
に
は
以
前
か
ら
キ
リ

シ
タ
ン
窮
民
・「
癩
病
者
」
が
数
多
く
収
容
さ
れ
て
い
た
病
院
も
あ
っ
た
（
亓
）
。

幕
府
が
一
六
三
六
年
に
そ
の
中
の
一
〇
〇
人
ぐ
ら
い
を
餓
死
さ
せ
た
事
件
も
存

在
す
る
。 
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ま
た
、
鎌
倉
極
楽
寺
村
長
吏
太
郎
左
衛
門
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、
一
六
四

三
年
の
密
告
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
（
六
）
。
た
と
え
ば
、
垣
外
に
お
け
る

キ
リ
シ
タ
ン
の
中
核
的
立
場
に
つ
い
て
、
中
尾
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
長
吏
組
織
と
の
結
び
つ
き
が
単
な
る
偶
然
な
の
か
、

そ
れ
と
も
何
ら
か
の
必
然
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
重
要
な
問
題
で
は
あ

る
〔
省
略
〕（
七
） 

 

ま
た
、
峯
岸
賢
太
郎
は
既
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。 

 

「
非
人
」
や
「
穢
多
」
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
例
は
多
く
あ
り
、
注
目
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
被
差
別
民
制
研
究
と
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
の
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
の
解
明
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
被
差
別
民
を
支
配
の
対

象
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
彼
ら
の
为
体
的
営
為
を
追
究
す
る
観
点
か

ら
、
ま
た
こ
の
両
者
を
統
一
的
に
把
握
す
る
観
点
か
ら
要
請
さ
れ
よ
う
。（
八
） 

 

つ
ま
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
非
人
と
の
関
係
の
必
然
性
へ
の
視
点
は
、
そ
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う

問
題
は
い
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
着
目
し
、
あ
ら
た

め
て
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
非
人
宿
の
成
立
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
係
を

今
一
歩
深
め
た
い
と
考
え
る
。 

 

二
、
和
歌
山 

 

（
一
）
和
歌
山
城
吹
上
非
人
村 

 

近
世
城
下
町
和
歌
山
に
お
け
る
吹
上
非
人
村
の
原
型
に
つ
い
て
、
渡
邊
廣
に

よ
り
「
牢
番
頭
所
蔵
文
書
」（
九
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
年
）
の
願
書
が
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
（
下
線
筆
者
）
。 

 

吹
上
非
人
村
成
立
左
之
通
ニ
御
座
候
。
一
吹
上
非
人
村
之
義
者
、
元
来
牢

番
頭
共
之
手
下
ニ
而
、
浅
野
紀
伊
守
様
御
時
代
ゟ
有
来
候
処
、
右
村
之
者

共
切
支
丹
宗
門
ニ
成
、
転
不
申
候
付
、
人
数
八
拾
人
余
御
仕
置
被
為
仰
付

候
付
、
既
ニ
非
人
村
退
転
仕
候
処
、
乍
恐
御
当
代
様
ニ
相
成
、
御
城
下
追
々

御
繁
昌
ニ
付
、
非
人
村
無
之
候
而
ハ
町
・
御
家
中
非
人
之
制
道
相
成
か
た

く
候
付
、
彦
坂
九
兵
衛
様
江
私
共
先
祖
之
者
共
奉
願
、
以
前
之
通
非
人
村

地
私
共
江
頂
戴
仕
、
非
人
村
再
建
致
、
町
非
人
差
置
御
座
候
処
、
寛
永
年

中
阿
波
之
非
人
道
斎
と
申
者
、
湊
城
山
辺
ニ
罷
在
、
牢
番
頭
共
常
々
目
を

懸
置
、
胡
乱
者
等
気
付
セ
、
毎
々
御
用
立
候
故
、
初
而
非
人
村
長
吏
ニ
取

立
申
候
義
ニ
御
座
候
、
少
今
ニ
お
ゐ
て
長
吏
役
申
付
候
節
者
、
私
共
ゟ
見

立
、
御
願
奉
申
上
候
義
ニ
御
座
候
（
一
〇
） 

 

 

こ
の
史
料
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
藤
本
清
二
郎
は
元
文
元
年
（
一
七
三

六
年
）
に
書
か
れ
た
「
吹
上
非
人
村
初
り
之
義
」
に
関
す
る
覚
書
を
発
見
し
た
。

こ
れ
は
一
七
三
六
年
二
月
に
吹
上
非
人
村
に
火
事
が
あ
り
、
非
人
小
屋
の
再
建
、

町
内
歓
進
に
際
し
て
、
町
奉
行
所
が
牢
番
頭
に
書
き
上
げ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

（
下
線
筆
者
）
。 

  

覚 
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一
、 

吹
上
非
人
村
之
義
ハ
、
浅
野
紀
伊
守
様
御
代
ゟ
有
来
候
処
、
但
馬

守
様
御
代
、
右
村
之
者
共
切
支
丹
宗
門
ニ
罷
成
壱
人
も
転
不
申
候
故
、
悉

ク
御
仕
置
ニ
被
為
成
村
退
転
仕
、
非
人
無
御
座
候
処
、
当
御
代
彦
坂
九
兵

衛
様
へ
如
前
々
非
人
ヲ
指
置
申
度
奉
存
候
義
〔
省
略
〕
非
人
村
長
吏
と
申

者
之
儀
ハ
、
寛
永
年
中
ニ
生
所
阿
州
之
者
道
斎
と
申
非
人
、
利
口
成
者
ニ

て
御
座
候
故
、
始
而
非
人
之
長
吏
ニ
申
付
、
非
人
之
政
道
為
致
申
候
、
只

今
之
久
三
郎
迄
ハ
四
代
ニ
罷
成
候
〔
省
略
〕（
一
一
） 

 

こ
の
二
つ
の
史
料
に
よ
る
と
、
吹
上
非
人
村
の
存
在
は
浅
野
幸
長
時
代
（
＝

浅
野
紀
伊
守
、
支
配
は
一
六
〇
一
年
か
ら
一
六
一
三
年
ま
で
）
ま
で
遡
る
。
つ

い
で
浅
野
長
晟
（
＝
但
馬
守
）
時
代
（
紀
州
藩
为
在
職
は
一
六
一
三
年
か
ら
一

六
一
九
年
ま
で
）
の
間
、
お
そ
ら
く
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
が
発
布
さ
れ
て
以
降
、

キ
リ
シ
タ
ン
八
十
人
（
覚
で
は
人
数
に
触
れ
て
い
な
い
）
が
仕
置
き
さ
れ
、
村

が
取
り
壊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
非
人
村
が
再
建
さ
れ
、
寛
永
年
中
（
一
六
二
四

―
一
六
四
四
）
に
長
吏
道
斎
が
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、

藤
本
は
吹
上
村
の
再
建
は
元
和
末
年
（
一
六
二
二
―
一
六
二
四
）
頃
と
推
定
し

て
い
る
（
一
二
）
。 

初
代
長
吏
・
道
斎
に
つ
い
て
、
藤
原
有
和
は
彼
が
大
坂
の
鳶
田
垣
外
の
「
転

び
キ
リ
シ
タ
ン
」
久
三
郎
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
指
摘
し
、
久
三
郎
が
転
宗
後
、

道
斎
と
称
し
た
と
い
う
（
一
三
）
。
久
三
郎
の
転
宗
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
六
三
一
年
に
京
坂
の
垣
外
に
取
り
締
ま
り
が
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
約
四
〇
〇

人
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
転
宗
し
な
か
っ
た
一
三
〇
人
が
マ
ニ
ラ
に
追

放
さ
れ
た
が
、
久
三
郎
は
そ
の
際
に
転
宗
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
ぜ
久
三
郎
は
大
坂
か
ら
和
歌
山
に
移
動
し
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

藤
原
の
次
の
言
を
ひ
と
ま
ず
引
い
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
本
人
が
、
自
ら
の
意
志
で
他
領
に
引
っ
越
す
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
は
、
紀
州
藩
に

よ
っ
て
、
和
歌
山
城
下
吹
上
非
人
村
の
初
代
長
吏
と
し
て
招
致
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。（
一
四
） 

 

（
二
）
和
歌
山
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
活
動 

 
 和

歌
山
の
大
名
浅
野
幸
長
は
悪
い
皮
膚
病
に
か
か
っ
て
い
た
が
、
一
六
〇
亓

年
に
伏
見
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
士
ア
ン
ド
レ
ス
・
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
の

治
療
を
受
け
回
復
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
幸
長
は
マ
ニ
ラ
と
の
貿
易
を
期
待
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
六
〇
六
年
後
半
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
和
歌
山
に
て

修
道
院
、
そ
し
て
施
療
病
院
を
建
設
し
う
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

大
名
の
庇
護
の
も
と
に
教
会
に
や
っ
て
き
た
人
々
は
そ
の
度
ご
と
に
亓
〇
〇

人
に
ま
で
及
び
、
宣
教
師
は
そ
の
仕
事
に
手
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
紀
伊
国
に
は
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
二
〇
〇
人
以
上
の
小
西
行
長

の
元
家
臣
が
お
り
、
多
く
の
人
々
が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
活
動
に
関
心
を
示
し

た
と
い
う
。 

病
院
は
一
六
〇
八
年
に
増
築
さ
れ
、
布
教
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
が
、
幕
府
の
禁
教
令
に
従
い
、
浅
野
幸
長
が
宣
教
師
を
領
地
か
ら
追
い
出
し
、

修
道
院
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
亓
）
。 

浅
野
長
晟
は
幸
長
に
続
い
て
一
六
一
三
年
か
ら
、
徳
川
頼
宣
が
一
六
一
九
年

八
月
に
紀
州
に
入
国
す
る
ま
で
領
为
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
紀
伊
に
お
け
る
徳

川
時
代
、
ま
し
て
や
浅
野
時
代
に
お
い
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
村

の
迫
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
和
歌
山
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
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圧
は
比
較
的
緩
く
、
島
原
の
乱
後
ま
で
取
り
調
べ
が
強
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
（
一
六
）
。 

こ
れ
に
つ
い
て
藤
本
は
「
か
り
に
『
御
仕
置
』
を
火
刑
・
斬
首
刑
な
ど
で
は

な
く
、
追
放
刑
の
こ
と
を
解
す
る
な
ら
、
宣
教
師
と
共
に
紀
州
か
ら
海
外
へ
退

去
さ
せ
ら
れ
、
非
人
村
も
退
転
し
た
と
整
合
的
に
理
解
し
う
る
」
と
指
摘
す
る

（
一
七
）
。 

こ
の
時
、
国
外
追
放
に
処
さ
れ
た
の
は
宣
教
師
の
ほ
か
、
高
山
右
近
・
内
藤

如
安
な
ど
の
よ
う
な
步
将
と
そ
の
家
族
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
キ
リ
シ
タ

ン
へ
の
刑
罰
と
し
て
の
国
内
流
刑
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

吹
上
非
人
村
と
キ
リ
シ
タ
ン
病
院
は
ど
ち
ら
も
浅
野
幸
長
の
支
配
中
に
形
成

さ
れ
た
。
病
院
の
利
用
者
は
为
に
貧
民
で
、
そ
の
患
者
と
吹
上
村
に
住
ん
で
い

た
ヒ
ニ
ン
は
だ
い
た
い
同
じ
人
々
で
あ
り
、
布
教
の
第
一
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
吹
上
村
は
キ
リ
シ
タ
ン
病
院
と
密
着
し
た
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
そ
の
病
院
は
吹
上
村
の
源
泉
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
吹
上
非
人
村
の
系
譜
論
に
は
尐
し
無
理
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

先
述
の
「
願
書
」
と
「
覚
書
」
に
よ
る
と
そ
の
形
成
は
浅
野
幸
長
時
代
ま
で
遡

る
が
、
浅
野
長
晟
時
代
（
一
六
一
三
―
一
六
一
九
）
に
取
締
り
が
あ
り
、
八
〇

人
の
犠
牲
者
が
出
て
、
村
は
一
度
退
転
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
徳
川
氏
入
部
後
の

元
和
（
一
六
一
亓
―
一
六
二
四
）
末
年
頃
に
村
が
再
建
さ
れ
、
寛
永
十
年
（
一

六
三
三
）
頃
に
長
吏
役
が
設
置
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
（
一
八
）
。
し
か
し
、
浅

野
時
代
に
お
け
る
吹
上
村
の
存
在
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
む
し
ろ
浅
野

時
代
に
明
ら
か
に
存
在
し
た
の
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
病
院
だ
け
で
あ
る
。
病

院
と
非
人
村
が
継
続
的
な
関
係
を
持
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
一
〇
〇
年
以
上
後
に

退
転
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
病
院
が
吹
上
非
人
村
の
原
型
と
見
な
し
え
よ
う
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
認
識
の
問
題
が
あ
る
。
宣
教
使

は
京
坂
の
非
人
垣
外
を
「
病
院
」
と
呼
ん
で
い
た
（
一
九
）
。
こ
れ
は
両
施
設
の

収
容
者
や
そ
の
役
割
が
あ
ま
り
に
も
類
似
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
日

本
人
も
病
院
を
「
非
人
宿
」
な
ど
を
呼
ん
だ
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一

概
に
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
南
蛮
寺
興
廃
記
』
な
ど
の
排

耶
書
に
は
病
院
の
患
者
に
つ
い
て
「
非
人
や
乞
食
な
ど
で
大
病
や
難
病
を
わ
ず

ら
っ
て
い
る
人
々
」
と
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
二
〇
）
、
「
非
人
が
い
た

場
所
（
病
院
）
、
故
に
非
人
村
と
呼
ぶ
」
と
い
う
論
理
は
荒
っ
ぽ
く
は
あ
る
も
の

の
、
吹
上
村
の
場
合
に
は
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
二
一
）
。 

 

三
、
江
戸 

 

（
一
）
江
戸
の
非
人 

 
 江

戸
時
代
、
関
東
の
え
た
・
非
人
を
支
配
し
た
長
吏
弾
左
衛
門
は
、
一
亓
九

〇
年
の
徳
川
氏
入
府
か
ら
一
六
四
亓
年
の
浅
草
新
町
（
浅
草
山
谷
村
）
に
移
住

す
る
ま
で
、
元
鳥
越
の
町
に
居
住
し
て
い
た
。 

弾
左
衛
門
の
支
配
下
に
は
四
人
の
非
人
頭
が
い
た
。
彼
ら
は
浅
草
非
人
頭
車

善
七
、
品
川
非
人
頭
松
右
衛
門
、
深
川
非
人
頭
善
三
郎
と
代
々
木
非
人
頭
久
兵

衛
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
江
戸
の
拡
大
に
つ
れ
て
相
次
い
で
非
人
頭
に
任
命
さ
れ

た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
管
理
下
に
あ
る
非
人
小
屋
を
支
配
し
て
い
た
。

そ
の
中
の
浅
草
非
人
頭
車
善
七
は
、
自
ら
の
由
緒
（
一
八
三
九
年
）
に
よ
る
と

一
六
〇
八
年
ま
で
に
浅
草
大
川
端
に
居
住
し
て
い
た
が
、
そ
の
年
、
町
奉
行
か

ら
土
地
を
与
え
ら
れ
、
非
人
頭
を
命
ぜ
ら
れ
、
浅
草
元
鳥
越
（
か
つ
て
の
鳥
越

村
）
に
移
住
し
た
。
鳥
越
に
は
彼
ら
の
重
要
な
仕
事
場
で
あ
っ
た
刑
場
（
浅
草

御
仕
置
場
）
が
存
在
し
、
一
六
六
六
年
に
吉
原
に
移
転
し
た
（
二
二
）
。
つ
ま
り
、
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一
六
〇
八
年
か
ら
非
人
頭
車
善
七
と
長
吏
弾
左
衛
門
は
浅
草
鳥
越
に
住
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。 

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
―
一
六
七
三
）
町
奉
行
は
松
右
衛
門
を
非
人
頭
と
し

て
任
命
し
た
。
彼
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
『
御
府
内
備
考
』
（
一
八
二
九
年
に
成

立
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
一
八
二
八
年
の
品
川
非
人
頭
藤
左
衛
門
の
書
上
に

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

非
人
頭
以
前
之
儀
を
長
九
郎
と
申
参
河
国
生
所
ニ
而
步
家
ニ
候
哉
或
者
郷

士
百
姓
ニ
候
哉
参
河
長
九
郎
と
申
御
當
地
え
出
品
川
邊
ニ
住
居
致
候
處
及

零
落
ニ
當
溜
〔
品
川
溜
〕
圍
之
内
其
頃
御
除
地
ニ
而
往
古
切
支
丹
宗
門
之

累
族
住
居
之
跡
ニ
而
石
地
小
路
道
満
屋
敷
と
申
此
處
え
居
小
屋
出
来
住
居

致
候
處
追
々
流
浪
之
者
共
寄
集
寛
永
十
二
亥
年
〔
一
六
三
亓
年
〕
十
二
月

中
自
然
と
長
九
郎
頭
分
ニ
罷
成
候
由
申
傅
ニ
御
座
候
（
二
三
） 

 

品
川
溜
が
で
き
る
以
前
、
同
場
所
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
定
住
し
て
い
た
。
そ

れ
は
尐
な
く
と
も
一
六
三
亓
年
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
品
川
溜
は
一
六
八
七

年
に
形
成
さ
れ
、
松
右
衛
門
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

（
二
）
江
戸
の
病
院
と
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害 

 

江
戸
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
公
然
と
し
た
宣
教
活
動
は
一
亓
九
九
年

か
ら
一
六
一
三
年
ま
で
に
及
ぶ
。
修
道
士
ヘ
ロ
ニ
モ
・
デ
・
ヘ
ス
ス
は
家
康
の

許
可
を
得
て
、
一
亓
九
九
年
に
江
戸
に
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
教
会
を
建
て
た
（
二

四
）
。
ま
た
、
宣
教
師
は
一
六
〇
三
年
か
ら
浅
草
（
当
時
江
戸
の
郊
外
）
に
住
ん

で
い
た
「
癩
病
者
」
共
同
体
と
接
触
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
「
社
会
か
ら
融

離
さ
れ
た
ラ
イ
病
者
の
コ
ロ
ニ
ヷ
」
が
宣
教
師
に
病
院
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る

（
二
亓
）
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
人
以
上
の
「
癩
病
者
」
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
た

と
い
う
（
二
六
）
。
江
戸
の
教
会
が
一
六
一
二
年
に
破
壊
さ
れ
て
か
ら
、
浅
草
の

「
癩
病
者
」
は
募
金
し
、
ソ
テ
ロ
宣
教
師
と
共
に
長
さ
亓
畳
、
幅
二
畳
半
の
藁

葺
き
屋
根
の
礼
拝
堂
を
建
て
た
（
二
七
）
。
し
か
し
す
ぐ
に
告
発
が
あ
り
、
こ
の

村
に
住
ん
で
い
た
「
癩
病
者
」
は
監
視
下
に
置
か
れ
た
。
そ
の
後
一
六
一
亓
年

に
亓
〇
人
が
逮
捕
さ
れ
、
彼
ら
の
頭
ヘ
ロ
ニ
モ
と
い
う
人
物
が
斬
首
さ
れ
、
小

屋
と
そ
の
礼
拝
堂
が
焼
き
払
わ
れ
た
。
奉
行
は
頭
に
し
か
注
目
せ
ず
、
残
り
の

「
癩
病
者
」
は
そ
の
後
町
に
戻
っ
た
そ
う
で
あ
る
（
二
八
）
。
こ
の
病
院
が
浅
草

鳥
越
付
近
に
位
置
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
二
九
）
。 

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
こ
の
「
癩
病
者
」
に
つ
い
て
の
情
報
は
見
つ
か
ら

な
い
が
、
一
六
二
亓
年
に
一
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
同
宿
が
江
戸
を
訪
れ
た
時
に

郊
外
に
あ
っ
た
「
癩
病
者
」
の
病
院
に
宿
泊
し
た
。
こ
の
同
宿
は
そ
こ
の
病
人

た
ち
は
皆
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
（
三
〇
）
。
海
老
沢
有
道
は
こ
の

病
院
は
品
川
辺
り
に
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
が
（
三
一
）
、
史
料
的
に
は
判
然

と
し
な
い
。
翌
年
、
イ
エ
ス
像
が
見
つ
け
ら
れ
た
た
め
、
「
癩
病
者
」
六
八
人
が

監
禁
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
〇
人
（
盲
人
二
人
を
含
め
て
）
が
そ
の
ま
ま
餓
死
し

た
（
三
二
）
。
そ
し
て
、
一
六
三
六
年
に
は
急
に
彼
ら
は
強
く
抑
圧
さ
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
顛
末
は
『
耶
蘇
天
誅
記
』
（
一
七
亓
〇
―
一
七
六
〇
年
、
内
閣
文
庫
所

蔵
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 
寛
永
年
中
江
戸
ニ
於
テ
乞
丏
或
説
ニ
癩
病
人
ト
云
ル
ハ
在
リ
非
な
り
百
人
余

リ
吉
利
支
丹
宗
門
タ
ル
ニ
依
テ
浅
草
鳥
越
ノ
邊
ニ
虎
落

も

か

り

ヲ
結
ヒ
テ
其
中
ニ

追
込
ミ
置
食
事
ヲ
與
エ
ス
飢
殺
シ
ニ
シ
テ
直
ニ
其
土
地
ヲ
堀
リ
テ
埋
マ
レ
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シ
ト
也
（
三
三
） 

 
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
日
記
か
ら
こ
の
事
件
が
一
六
三
六
年
四
月
に
起

こ
っ
た
と
分
か
る
。
詳
細
に
富
む
報
告
で
あ
る 

。 

 

我
々
は
ま
た
去
る
数
日
間
、
癩
病
人
、
盲
人
、
跛
者
及
び
不
具
者
の
間
で

厳
し
い
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
以
前
は
彼
ら
軽
蔑
さ
れ
、
嫌
悪
さ
れ
て

い
た
た
め
、
一
向
に
考
慮
に
上
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

総
て
の
人
々
の
内
か
ら
男
、
女
、
子
供
、
老
人
及
び
若
年
者
合
わ
せ
て
八

三
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
た
め
に
戸
外
の

野
原
に
竹
と
木
で
、
し
か
も
高
く
目
の
詰
ま
っ
た
丸
い
垣
根
が
作
ら
れ
、

そ
の
中
に
前
記
の
八
三
人
が
彼
等
の
総
て
の
持
物
と
共
に
置
か
れ
、
彼
等

は
青
空
の
も
と
に
、
陽
に
、
雤
に
、
ま
た
寒
さ
に
曝
さ
れ
て
坐
っ
て
お
り
、

周
囲
に
は
見
張
り
が
厳
重
に
附
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
等
に
対
し

て
何
人
も
手
を
さ
し
の
べ
た
り
、
話
し
か
け
た
り
し
な
い
た
め
で
あ
る
、

と
の
話
を
聞
い
た
。
そ
の
話
を
確
認
す
る
た
め
、
我
々
は
一
人
の
使
用
人

を
そ
こ
に
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
、
次
の
よ
う
に
我
々
に
報
告
し
た
。

そ
れ
は
事
実
で
あ
り
、
彼
等
の
間
、
と
り
わ
け
子
供
た
ち
の
間
に
は
、
飢

え
の
た
め
大
き
な
叫
び
声
や
泣
き
声
が
聞
か
れ
、
そ
の
内
数
人
は
既
に
死

ん
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
彼
等
全
員
が
飢
え
の
た
め
死
ん
で
し
ま
う
以

前
に
は
、
彼
等
の
死
体
は
ひ
と
つ
も
埋
葬
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
命
令
が

出
て
い
る
、
と
。（
三
四
） 

 

こ
こ
で
は
虎
落
の
形
が
具
体
的
に
变
述
さ
れ
、
殉
教
者
の
人
数
は
八
三
人
と

な
っ
て
い
る
。
被
害
者
は
「
癩
病
者
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
癩
病
人
、
盲
人
、
跛

者
及
び
不
具
者
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
障
害
者
で
あ
る
。
当
時
、
障
害
者

は
見
せ
物
芸
人
と
し
て
収
入
を
得
て
お
り
、
江
戸
の
場
合
に
非
人
頭
の
支
配
を

受
け
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
三
亓
）
。 

そ
の
後
、
初
代
の
宗
門
改
役
五
上
政
重
の
『
契
利
斯
督
記
』
に
は
逮
捕
さ
れ

た
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
に
、
千
駄
ヶ
谷
に
乞
食
二
〇
人
、
牛
込
に
乞
食
一
〇
人
、

神
奈
川
に
穢
多
二
〇
人
、
鎌
倉
に
穢
多
亓･

六
人
が
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る

（
三
六
）
。
牛
込
村
に
は
豊
後
の
大
友
義
統
の
屋
敷
が
あ
り
、
そ
の
辺
り
に
キ
リ

シ
タ
ン
で
あ
っ
た
一
二
〇
以
上
の
家
臣
が
定
住
し
て
い
た
。
一
六
一
三
年
八
月

に
牛
込
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
対
象
と
す
る
取
締
り
が
あ
り
、
一
四
人
が
殉
教
す

る
。
残
り
の
家
臣
は
棄
教
し
た
か
、
あ
る
い
は
奉
仕
を
免
除
さ
れ
た
（
三
七
）
。

五
上
政
重
が
記
録
し
た
牛
込
の
一
〇
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
を
守
る
た
め
に

乞
食
と
な
っ
た
大
友
の
元
家
臣
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
三
）
江
戸
の
事
例
の
結
論 

 

浅
草
鳥
越
は
江
戸
時
代
初
期
に
長
吏
弾
左
衛
門
と
非
人
頭
車
善
七
の
居
住
地

で
あ
る
と
と
も
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
も
っ
と
も
多
い
所
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
辺
り
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
貧
民
・
病
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
非
人

小
屋
の
組
織
の
外
に
い
た
の
で
は
な
く
、
非
人
頭
車
善
七
の
支
配
下
に
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
品
川
非
人
頭
松
右
衛
門
の
由
緒
に
は
も
と
も
と
品
川
溜
に
キ
リ
シ
タ

ン
が
住
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
浅
草
鳥
越
の
よ
う
に
、
当
時
品
川
に
も

刑
場
（
こ
こ
で
殉
教
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
い
）
が
あ
っ
た
た
め
、
窮
民
の
居

住
地
と
な
っ
て
い
た
（
三
八
）
。 

す
な
わ
ち
、
近
世
非
人
宿
形
成
に
関
わ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
割
は
い
ま
だ
不
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明
で
あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
ヒ
ニ
ン
が
い
た
の
で
は
な
く
、
ヒ
ニ
ン
で
あ
っ

た
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
一
六
二
亓
年
に
江
戸
を
訪
れ
た

イ
エ
ズ
ス
会
の
同
宿
は
「
癩
病
院
」
に
行
っ
た
と
述
べ
た
が
、
迫
害
の
さ
な
か

の
こ
の
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
病
院
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
宣
教

師
に
と
っ
て
は
「
病
院
」
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
人
に
と
っ
て
「
癩
者
の
小
屋
」
、

あ
る
い
は
「
ヒ
ニ
ン
村
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
徳
川
時
代
初
頭
に
は
「
非
人
」

と
区
分
さ
れ
た
特
定
の
身
分
階
層
は
い
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
「
ヒ

ニ
ン
」
は
『
日
葡
辞
書
』
に
見
え
る
よ
う
に
「
貧
し
い
人
」
、
つ
ま
り
「
貧
人
」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ヒ
ニ
ン
は
後
に
「
非
人
」
に
な
っ
て
い
く
が
（
三
九
）
、 

非
人
身
分
の
原
型
成
立
の
時
代
で
あ
る
十
七
世
紀
前
半
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
が

彼
ら
の
大
き
な
流
れ
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

四
、
堺 

 

（
一
）
堺
の
非
人 

 

徳
川
時
代
に
は
大
坂
と
江
戸
と
同
じ
く
、
堺
に
も
四
ヶ
所
が
あ
っ
た
。
一
七

亓
九
年
の
『
御
手
鑑
（
坤
）
』
に
よ
れ
ば
、
七
堂
浜
、
悲
田
寺
、
北
十
万
と
湊
村

が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
四
〇
）
。
大
坂
の
場
合
と
異
な
り
、
「
垣
外
」

と
い
う
呼
称
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
四
一
）
。 

堺
四
ヶ
所
の
形
成
を
語
る
直
接
史
料
は
な
い
が
、
三
ヶ
所
が
近
世
中
期
ま
で

寺
院
境
内
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
寺
院
に
関
す
る
資
料
の
中
に
非
人
の
話
が
見

受
け
ら
れ
る
。
北
十
万
は
一
四
九
〇
年
に
創
建
さ
れ
た
浄
土
宗
の
寺
院
の
中
に

設
け
ら
れ
た
、
貧
窮
民
に
対
処
す
る
救
済
事
業
施
設
に
起
源
を
有
す
る
。
七
度

浜
は
妙
行
寺
境
内
に
存
在
し
、
こ
の
寺
の
創
立
年
は
一
六
二
八
年
と
な
っ
て
い

る
。
悲
田
寺
と
湊
村
の
創
立
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
永
期
後
半

（
一
六
三
三
―
一
六
四
四
）
に
は
堺
の
四
ヶ
所
が
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
（
四
二
）
。 

な
お
、
七
度
浜
に
つ
い
て
『
耶
蘇
征
伐
記
』
（
十
八
世
紀
初
頭
、
内
閣
文
庫
所

蔵
）
に
次
の
記
事
が
あ
る
。 

 

同
シ
所
七
度
ヵ
濱
ニ

癩
カ
ツ
タ
イ

村
ア
リ
切
支
丹
也
百
三
十
余
南
蛮
ヘ
追
放
ス 

 

ま
た
『
耶
蘇
天
誅
記
』
（
一
七
亓
〇
―
一
七
六
〇
年
、
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
は

同
村
に
つ
い
て
次
の
記
事
が
あ
る
。 

 

寛
永
年
中
泉
州
堺
ノ
濱
乞
丏

カ

タ

ヰ

村
一
説
ニ
癩
人
村
ト
云
ハ
非
ナ
リ
乞
食
村
成
ベ

シ
ノ
奴
曹
吉
利
支
丹
宗
門
ニ
帰
依
シ
ケ
ル
ノ
由
露
顕
シ
テ
一
村
ノ
男
女
百

三
十
余
人
召
捕
ラ
レ
ケ
ル
カ
此
般
ハ 

御
慈
悲
ヲ
以
テ
助
命
仰
付
ラ
レ
長

崎
ノ
巷
ヨ
リ
船
ニ
乗
セ
テ
南
蛮
国
ヘ
追
放
セ
ラ
ル
ト
也 

 

七
度
浜
の
人
々
が
「

癩
カ
ツ
タ
イ

」
「
乞
丏

カ

タ

ヰ

」「
癩
人
」
「
乞
食
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
、

ま
さ
に
「
ヒ
ニ
ン
」
の
多
様
性
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
別
稿
で

論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
四
三
）
、
日
本
の
「
癩
者
」
や
ヨ
ヷ
ロ
ッ
パ
の
「lá

z
a
ro

, 

lep
ro

so

」
は
現
在
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
相
当
す
る
の
で
は
な
く
、
「
物
乞
い
す

る
病
人
・
非
常
に
貧
し
い
人
」
の
意
味
に
近
い
。
だ
か
ら
「
癩
者
」・
非
人
・
乞

食
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
到
底
無
理
な
作
業
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
絡
み
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合
っ
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

と
こ
ろ
で
、
ヒ
ニ
ン
一
三
〇
人
が
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
の
は
寛
永
九
年
（
一

六
三
二
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
一
三
〇
人
す
べ
て
が
七
度
浜
の

ヒ
ニ
ン
で
は
な
か
っ
た
。
一
六
三
一
年
に
京
坂
の
全
て
の
垣
外
に
大
規
模
な
取

り
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
四
〇
〇
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
摘
発
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、

拷
問
さ
れ
て
も
棄
教
し
な
か
っ
た
一
三
〇
人
が
結
局
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
七
度
浜
の
人
口
は
近
世
を
通
じ
て
一
二
八
人
が
ピ
ヷ
ク
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
（
四
四
）
、
一
三
〇
人
が
一
度
に
追
放
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
七
度
浜
の
人
口
が
す
べ
て
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
度
に
一
三

〇
人
が
追
放
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
数
十
人
の
み
が
追
放
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
京
坂
の
「
癩
病
者
」
の
中
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
既
に
数
多

く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ム
ニ
ョ
ス
宣
教
師
は
一
六
〇
七
年
の
報
告
に
次
の
よ

う
に
述
べ
る 

。 

 

〔
浅
野
幸
長
は
〕
自
分
の
領
国
か
ら
こ
の
都
へ
来
て
、
堺
や
大
坂
の
市
を

通
っ
て
再
び
帰
る
と
き
、
両
市
に
あ
る
癩
患
者
の
収
容
所
に
よ
り
ま
す
。

彼
ら
は
殆
ど
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
ま
す
が
、
殿
自
ら
彼
ら
を
呼
ん
で
輿

の
中
か
ら
彼
ら
と
話
し
、
施
物
を
与
え
て
彼
の
た
め
神
に
祈
る
よ
う
求
め

ま
す
。
〔
省
略
〕
こ
れ
は
考
慮
に
値
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
何
故
な
ら
ば

日
本
で
癩
患
者
ほ
ど
嫌
わ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
人
は
た
だ
彼
ら
を
見

る
こ
と
さ
え
も
い
や
が
る
ほ
ど
で
す
か
ら
、
い
わ
ん
や
こ
の
よ
う
な
身
分

の
高
い
領
为
の
場
合
に
は
こ
の
善
行
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

（
四
亓
） 

 

こ
の
記
述
に
は
、
堺
や
大
坂
の
「
癩
病
者
」
の
実
態
が
垣
間
見
え
る
に
加
え
、

紀
伊
の
浅
野
幸
長
の
「
救
癩
」
活
動
や
社
会
的
な
「
癩
病
者
」
へ
の
認
識
に
つ

い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
（
四
六
）
。 

 
 （

二
）
堺
の
キ
リ
シ
タ
ン
病
院 

 

堺
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
は
一
亓
六
一
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
ビ
レ
ラ

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
豪
商
の
小
西
隆
佐
は
一
亓
六
亓
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
に
な

っ
た
が
、
小
西
一
族
の
管
理
下
に
一
つ
の
「
癩
病
院
」
が
あ
り
、
一
亓
九
二
年

隆
佐
の
死
亡
時
点
に
お
い
て
、
亓
〇
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
そ
こ
で
死
亡
し

た
と
い
う
（
四
七
）
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
も
堺
に
一
六
〇

六
年
か
ら
修
道
院
を
持
っ
て
い
た
が
病
院
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
四
八
）
。 

そ
の
後
、
迫
害
が
進
行
す
る
な
か
、
一
六
二
二
年
に
新
た
に
ミ
セ
リ
コ
ル
デ

ィ
ア
（
慈
悲
会
）
が
組
織
さ
れ
、
ま
た
、
一
六
二
三
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
堺

の
「
癩
病
院
」
で
秘
蹟
を
授
け
た
り
、
泊
ま
っ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が

あ
る
（
四
九
）
。
一
六
二
亓
年
に
慈
悲
会
は
ま
だ
活
動
し
て
い
た
が
、
翌
年
に
七

度
浜
で
俵
に
入
れ
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
焼
き
殺
さ
れ
る
殉
教
が
あ
っ
た
（
亓

〇
）
。 

な
お
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
七
度
浜
で
死
刑
さ
れ
た
こ
と
や
そ
の
後
同
じ
村
の
キ

リ
シ
タ
ン
が
追
放
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
海
老
澤
有
道
な
ど
は
キ
リ
シ
タ

ン
病
院
が
七
度
浜
に
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
亓
一
）
。
実
は
こ
れ
を
明
確
に
述
べ

る
史
料
は
な
い
が
、
リ
バ
デ
ネ
イ
ラ
宣
教
師
は
大
坂
か
ら
見
て
、
キ
リ
シ
タ
ン

「
癩
病
院
」
は
堺
の
入
り
口
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
亓
二
）
。
こ
れ
は
ま
さ
に

実
際
の
七
度
浜
の
位
置
と
一
致
す
る
。
こ
の
問
題
を
別
に
し
て
、
七
度
浜
に
は

非
人
村
創
立
以
前
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
く
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
方
、
彼
ら
は
必
ず
し
も
堺
の
病
院
の
患
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
迫
害
の
さ

な
か
に
財
産
を
没
収
さ
れ
て
放
浪
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
か
っ
た
。
一
六
二
四

年
に
次
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。 

 

ま
た
堺
や
伏
見
や
京
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
も
、
同
様
に
折
に
ふ
れ
て
信

仰
の
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
毅
然
と
し
て
示
し
た
。
そ
の
た
め
に
指
導
的
な

地
位
に
あ
っ
た
一
貴
人
が
財
産
の
大
部
分
を
没
収
さ
れ
、
そ
の
後
で
追
放

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
に
続
い
て
二
百
名
以
上
の
者
が
同
様
の
理
由
で
堺

か
ら
追
放
さ
れ
た
。（
亓
三
） 

 

追
放
者
が
堺
周
辺
に
あ
っ
た
七
度
浜
に
定
住
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
国

に
追
放
さ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
う
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
追
放
者
が

方
々
か
ら
や
っ
て
来
て
、
信
仰
を
守
る
た
め
に
全
国
の
ヒ
ニ
ン
・
乞
食
小
屋
に

定
住
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
世
的
非
人
制
が
成
立
し
た
十
七
世
紀
前
半
に

そ
の
集
団
に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
は
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
堺
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
町
に
も
同
様
な
傾
向
が
あ
っ
た
。 

 

亓
、
大
坂 

 

（
一
）
大
坂
の
非
人 

 

近
世
大
坂
に
は
堺
・
江
戸
と
同
様
に
四
ヶ
所
が
あ
っ
た
。
天
王
寺
垣
外
は
天

王
寺
村
の
領
内
に
、
鳶
田
垣
外
は
今
宮
村
の
領
内
に
、
道
頓
堀
垣
外
は
難
波
村

の
領
内
に
、
天
満
垣
外
は
川
崎
村
の
領
内
に
存
在
し
た
。
垣
外
の
成
立
に
つ
い

て
は
、
天
王
寺
が
一
亓
九
四
年
、
鳶
田
が
一
六
〇
九
年
、
道
頓
堀
が
一
六
二
二

年
、
天
満
が
一
六
二
六
年
に
垣
外
屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

「
や
は
り
近
世
に
お
け
る
発
生
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」（
亓
四
）
。 

江
戸
と
同
様
に
、
大
坂
の
垣
外
は
都
市
の
発
展
に
伴
い
成
立
し
た
。
中
世
以

前
に
非
人
仲
間
の
集
団
が
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
集
団
は
近
世
垣
外
と

継
続
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
な
い
。
一
六
三
一
年
に
京
坂
の
非
人
宿
に
大
き
な

取
り
締
ま
り
が
あ
っ
た
が
、
以
後
の
「
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
」
改
め
の
お
か
げ
で
、

生
所
の
分
か
る
道
頓
堀
の
一
四
人
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
中
に
大
坂

の
非
人
集
団
に
生
ま
れ
た
者
は
一
人
も
い
な
い
（
亓
亓
）
。
一
四
人
の
中
、
一
〇

人
が
「
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
禁
教
令
に
よ

り
棄
教
し
な
か
っ
た
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
財
産
を
没
収
さ
れ
、
流
刑
と
な
り
、

ヒ
ニ
ン
宿
な
ど
に
住
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
二
）
大
坂
の
キ
リ
シ
タ
ン
病
院 

 

大
坂
に
小
西
一
族
の
後
援
下
に
あ
っ
た
四
ヶ
所
の
「
癩
病
院
」
が
あ
っ
た
。

パ
ジ
ェ
ス
に
よ
る
と
、
四
〇
〇
人
の
患
者
が
い
た
と
い
う
（
亓
六
）
。
そ
れ
に
加

え
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
院
は
小
さ
な
病
院
を
も
っ
て
い
た
（
亓
七
）
。
小

西
一
族
の
病
院
は
宣
教
師
で
は
な
く
、
一
般
信
徒
（
ミ
セ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
・
慈

悲
会
の
仲
間
で
あ
ろ
う
）
が
管
理
し
て
い
た
病
院
で
あ
っ
た
（
亓
八
）
。
キ
リ
シ

タ
ン
は
非
キ
リ
シ
タ
ン
と
共
に
収
容
さ
れ
た
。
小
西
一
族
の
全
滅
後
、
こ
れ
ら

の
病
院
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
宣
教
師
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
機
能
し
続
け
て
い
っ

た
（
亓
九
）
。 

な
お
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
病
院
は
修
道
院
と
共
に
一
六
一
四
年
に
破
壊
さ

れ
た
が
、
他
の
四
つ
の
病
院
は
そ
の
活
動
を
終
え
て
は
お
ら
ず
、
迫
害
中
の
一

六
二
三
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
大
坂
と
堺
の
「
癩
病
院
」
を
訪
れ
て
い
た
（
六
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〇
）
。
ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
一
六
三
一
年
の
迫
害
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 
信
仰
を
捨
て
さ
せ
る
た
め
、
都
・
伏
見
・
大
坂
・
堺
の
四
つ
の
町
の
す
べ

て
の
病
院
〔h

o
sp

itale
s

〕
の
夥
し
い
貧
民
（
し
か
も
ほ
と
ん
ど
キ
リ
シ
タ

ン
で
あ
る
）
の
大
々
的
な
迫
害
を
し
た
。
そ
し
て
、
テ
ン
マ
と
い
う
大
勢

の
キ
リ
シ
タ
ン
の
み
が
入
っ
て
い
た
病
院
に
火
を
つ
け
た
。（
六
一
） 

 
 先

に
述
べ
た
よ
う
に
天
満
垣
外
は
一
六
二
六
年
に
創
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
そ
れ
を
「
大
勢
の
キ
リ
シ
タ

ン
の
み
が
入
っ
て
い
た
病
院
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
天
満
は
す

で
に
一
六
〇
〇
年
代
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
管
理
し
て
い
た
病
院
と
同
じ
施
設
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

道
頓
堀
垣
外
に
関
す
る
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
に
は
非
人
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
「
伊
国
江
参
候
乞
食
之
覚
」
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
六
二
）
。
こ

の
史
料
は
一
六
三
二
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
た
め
に
マ
ニ
ラ
へ
追
放
さ
れ

た
二
三
人
の
名
簿
で
あ
る
。
同
じ
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
の
他
の
史
料
と

合
わ
せ
る
と
、
道
頓
堀
垣
外
に
は
一
一
〇
人
前
後
の
住
人
が
お
り
、
こ
の
内
、

「
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
」
一
〇
人
、
そ
れ
に
追
放
さ
れ
た
者
二
三
人
、
合
わ
せ
て

三
三
人
、
住
人
の
約
三
分
の
一
は
一
六
三
一
年
の
取
り
調
べ
以
前
に
キ
リ
シ
タ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
（
六
三
）
。
宣
教
師
が
道
頓
堀
垣
外
を
「
病
院
」

と
称
し
た
史
料
は
発
見
し
て
い
な
い
が
、
天
満
と
同
様
、
大
坂
の
キ
リ
シ
タ
ン

病
院
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

六
、
お
わ
り
に 

 

日
本
近
世
の
発
生
は
徳
川
幕
府
の
樹
立
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
十
七
世
紀

前
半
に
起
こ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
と
非
人
組
織
の
形
成
も
近
世
の
開
始
を
告

げ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ヷ
ド
を
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
絡
み
合
っ
て
い
る
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
吹
上
村
、
道
頓
堀
、
天
満
と
鳶
田
の
支
配
階
級
は
「
転
び
キ

リ
シ
タ
ン
」
と
そ
の
類
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
関
係
の
証
明
と
な
る
。 

非
人
宿
の
住
民
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
か
っ
た
こ
と
は
以
下
の
二
つ
の
意
味

を
持
つ
。
宣
教
師
は
（
こ
の
側
面
で
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
が
目
立
つ
が
）
貧

民
の
改
宗
を
伝
道
の
第
一
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
病
院
の
設
置
が
大

き
な
役
割
を
演
じ
た
。
そ
の
収
容
者
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
改
宗
し
、
後
の
い
わ
ゆ

る
非
人
と
な
っ
た
と
推
測
し
う
る
。
一
方
、
迫
害
に
よ
り
大
勢
の
キ
リ
シ
タ
ン

が
家
か
ら
逃
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、「
乞
食
」
生
活
を
送
る
ま
で
に
責
め
た
て

ら
れ
、
町
の
周
辺
に
あ
っ
た
「
乞
食
」
・
非
人
・
「
癩
病
者
」
の
小
屋
に
流
れ
込

ん
だ
の
で
あ
る
。
小
屋
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
し
ば
し
ば
宣
教
師
に
援
助
の
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
な
が
ら
し
ば
ら
く
迫
害
を
免
れ
た
が
、
一
六
三
〇
年
代
に
こ
れ
ら

の
病
院
や
垣
外
に
も
徹
底
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
詮
索
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
軽
蔑
が
近
世
被
差
別
民
の
形
成
過
程
に
お
い
て
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
文
学
に
登
場
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
イ
メ

ヷ
ジ
が
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
次
な
る
研
究
課
題
で
あ
る

（
六
四
）
。 
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〃 

註 

〄 

（
一
）
ペ
レ
ス
・
リ
オ
ボ
・
ア
ン
ド
レ
ス
「
一
六
三
二
年
に
お
け
る
ヒ
ニ
ン
の
国
外
追
放

に
つ
い
て
」
次
回
掲
載
。 

（
二
）
山
本
薫
「
泉
州
の
堺
『
四
ヶ
所
』
長
吏
と
那
中
非
人
番
」
『
部
落
問
題
研
究
』
一

亓
九
号
、
二
〇
〇
二
年
、
七
三
頁
。 

（
三
）
藤
原
有
和
「
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
（
二
）
」

『
関
西
大
学
人
権
問
題
研
究
室
紀
要
』
亓
〇
号
、
二
〇
〇
亓
年
三
月
。 

（
四
）
中
尾
健
次
『
江
戸
の
弾
左
衛
門
』
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
、
一
一
六
頁
。 

（
亓
）
筆
者
は
本
論
文
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
や
「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
」
の
代
わ
り
に
「
癩

病
」
や
「
癩
病
者
」
と
い
う
語
を
意
識
的
に
使
用
す
る
。
と
い
う
の
も
、
当
時
の
所
謂

「
癩
病
」
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
以
外
の
病
気
も
含
ま
れ
て
お
り
、
史
料
に
見
ら
れ
る
「
癩

病
者
」
と
現
在
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
同
一
視
し
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。「
癩

者
」
と
い
う
用
語
は
「
乞
食
」
と
同
様
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。 

（
六
）
中
尾
健
次
「
『
相
州
鎌
倉
極
楽
寺
長
吏
類
門
帳
』
に
つ
い
て
」
『
部
落
解
放
研
究
』

弟
一
四
七
号
、
二
〇
〇
二
年
八
月
。 

（
七
）
同
全
、
八
九
頁
。 

（
八
）
峯
岸
賢
太
郎
『
近
世
被
差
別
民
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
、
一
四
六 

頁
。 

（
九
）
渡
邊
廣
『
未
解
放
部
落
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
、
三
一
二
頁
。 

（
一
〇
）「
吹
上
非
人
村
成
立
申
上
候
願
書
写
」
『
城
下
町
牢
番
頭
仲
間
の
生
活
』
清
文
堂

史
料
叢
書
、
第
一
一
八
巻
、
二
〇
〇
九
年
、
四
四
〇
頁
。 

（
一
一
）
藤
本
清
二
郎
「
和
歌
山
城
下
、
吹
上
非
人
村
の
形
成
と
展
開
」
『
和
歌
山
地
方

史
研
究
』
弟
八
号
、
一
九
八
亓
年
一
月
、
四
頁
。 

（
一
二
）
同
前
、
六
頁
。 

（
一
三
）
藤
原
有
和
前
掲
書
、
一
〇
頁
。 

（
一
四
）
同
前
、
一
二
頁
。
た
だ
し
、
藤
本
氏
は
鳶
田
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
と
吹

上
の
初
代
長
吏
道
斎
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
結
論
は
保
留
し
て
い
る
（
藤
本
清
二

郎
「
和
歌
山
城
下
非
人
村
の
長
吏
・
非
人
改
役
と
肝
煎
」
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
弟

亓
亓
号
、
二
〇
〇
八
年
七
月
、
一
六
頁
）
。 

（
一
亓
）
ヴ
ィ
レ
ケ
・
ベ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
の
活
動
』
光
明
社
、
一
九
九
三
年
、
一
一
七
～
一
二
六
頁
。 

（
一
六
）
安
藤
精
一
「
近
世
和
歌
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
『
和
歌
山
の
研
究
』
第
三
巻
清
文

堂
、
一
九
七
八
年
、
一
～
二
二
頁
。 

（
一
七
）
藤
本
清
二
郎
「
和
歌
山
城
下
、
吹
上
非
人
村
の
形
成
と
展
開
」
『
和
歌
山
地
方

史
研
究
』
弟
八
号
、
一
九
八
亓
年
一
月
、
亓
頁
。 

（
一
八
）
同
前
、
六
～
七
頁
。 

（
一
九
）S

a
n

 F
ra

n
c
isc

o
, D

ie
g

o
 d

e
, L

a
 g

ra
n

d
e
 p

e
rse

c
u

c
ió

n
 q

u
e
 e

ste
 a

ñ
o

 d
e
 1

6
3

2
…
 

日
本
、
一
六
三
二
年
亓
月
二
日
。R

o
d

rig
o

, R
o

m
u

a
ld

o
, F

u
e
n

te
s so

b
re

 lo
s m

isio
n

e
ro

s 

a
g

u
stin

o
s 

re
c
o

le
to

s 
m

a
rtiriza

d
o

s 
e
n

 
e
l 

J
a

p
ó

n
, 

In
stitu

tu
m

 
H

isto
ric

u
m

 

A
u

g
u

stin
ia

n
o

ru
m

 R
e
c
o

lle
c
to

ru
m

, S
u

b
sid

ia
 6

, R
o

m
a
, 1

9
8

5
: 6

9
-7

5
. 

（
二
〇
）
『
南
蛮
寺
興
発
記
・
妙
貞
問
答
』
東
洋
文
庫
一
四
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、

二
四
頁
。 

（
二
一
）
吹
上
「
非
人
村
」
と
い
っ
て
も
、
城
下
町
の
周
辺
に
あ
っ
た
。
「
そ
の
居
住
地

が
村
と
し
て
の
法
的
扱
い
を
受
け
た
こ
と
は
、
兵
農
分
離
制
下
の
都
市
が
身
分
的
編
成

を
な
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
」（
後
藤
正
人
「
和
歌
山
」
『
部
落
の
歴
史
―
近

畿
篇
』
部
落
問
題
研
究
所
、
一
九
八
二
年
、
二
三
八
頁
）
。 

（
二
二
）
浦
本
誉
至
史
『
江
戸
・
東
京
の
被
差
別
部
落
の
歴
史
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
三

年
、
九
三
～
九
八
頁
、
中
尾
健
次
『
江
戸
の
弾
左
衛
門
』
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年
、

二
九
、
一
〇
一
～
－
一
〇
三
頁
。 

（
二
三
）
『
御
府
内
備
考
』
第
亓
巻
、
大
日
本
地
誌
大
系
（
二
十
三
）
雄
山
閣
、
一
九
亓



 130 

八
年
、
四
四
頁
。 

（
二
四
）P

é
re

z
, L

o
re

n
z
o

, F
r. J

e
ró

n
im

o
 d

e
 J

e
sú

s. R
e
sta

u
ra

d
o

r d
e
 la

s m
isio

n
e
s d

e
l 

J
a

p
ó

n
. 

S
u

s 
C

a
rta

s 
y
 

R
e
la

c
io

n
e
s, 

e
x

tra
c
to

 
d

e
l 

A
rc

h
iv

u
m

 
F

ra
n

c
isc

a
n

u
m

 

H
isto

ric
u

m
 X

V
I-X

X
II, F

ire
n

z
e
, 1

9
2

9
, p

. 2
1

. 

（
二
亓
）
ヴ
ィ
レ
ケ
・
ベ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
前
掲
書
、
一
四
八
頁
。 

（
二
六
）“

R
e
la

c
ió

n
 d

e
l P

. S
e
b

a
stiá

n
 d

e
 S

a
n

 P
e
d

ro
, O

.F
.M

. so
b

re
 lo

s c
o

m
ie

n
z
o

s y
 

la
s c

a
u

sa
s d

e
 la

 g
ra

n
d

e
 p

e
rse

c
u

c
ió

n
 d

e
 lo

s c
ristia

n
o

s e
n

 e
l Ja

p
ó

n
 (1

6
1

4
)”

, e
d

. 

B
e
rn

w
a
rd

 H
. W

ille
k

e
, e

n
 A

rc
h

iv
u

m
 F

ra
n

c
isc

a
n

u
m

 H
isto

ric
u

m
, A

n
n

u
s e

t T
o

m
u

s 

7
8

, 1
9

8
5

, p
. 5

8
. 

（
二
七
）Á

v
ila

 
G

iró
n

, 
B

e
rn

a
rd

in
o

 
d

e
, 

R
e
la

c
ió

n
 

d
e
l 

R
e
in

o
 

d
e
 

N
ip

p
o

n
, 

A
rc

h
iv

o
 

Ib
e
ro

-A
m

e
ric

a
n

o
 3

8
, 1

9
3

5
, p

. 2
2

1
. 

（
二
八
）S

a
n

 F
ra

n
c
isc

o
, D

ie
g

o
 d

e
, R

e
la

c
ió

n
 v

e
rd

a
d

e
ra

 y
 b

re
v
e
 d

e
 la

 p
e
rse

c
u

c
ió

n
 y

 

m
a

rtirio
s q

u
e
 p

a
d

e
c
ie

ro
n

 p
o

r la
 c

o
n

fe
sió

n
 d

e
 N

u
e
stra

 S
a

n
ta

 F
e
e
 C

a
th

o
lic

a
 e

n
 

J
a

p
ó

n
…

, M
a
n

ila
, 1

6
2

5
, p

p
. 1

1
v

-1
2

. 

（
二
九
）
今
日
の
日
本
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
「
浅
草
鳥
越
」
に
あ
っ
た
と
み
な
し
て
い
る

（
続
橋
和
弘
『
日
本
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
史
年
表
』
光
明
社
、
一
九
九
三
年
、
三
七
頁
）
。 

（

三

〇

）

L
e
tte

re
 

a
n

n
u

e
 

d
e
l 

G
ia

p
p

o
n

e
 

d
e
g

l'a
n

n
i 

M
D

C
X

X
V
, 

M
D

C
X

X
V

I, 

M
D

C
X

X
V

II…
, R

o
m

a
, 1

6
3

2
, p

. 7
8

. 

（
三
一
）
海
老
澤
有
道
『
切
支
丹
の
社
会
活
動
及
南
蛮
医
学
』
冨
山
房
、
一
九
四
四
年
、

二
八
頁
。 

（
三
二
）R

u
iz

 
d

e
 

M
e
d

in
a
, 

Ju
a
n

 
S

.J., 
E

l 
m

a
rtiro

lo
g

io
 

d
e
l 

J
a

p
ó

n
. 

1
5

5
8

-1
8

7
3

, 

B
ib

lio
th

e
c
a
 In

stitu
ti H

isto
ric

i S
.I., V

o
l. L

I, In
stitu

tu
m

 H
isto

ric
u

m
 S

.I., R
o

m
a
, 

1
9

9
9

, p
. 5

5
9

. 

（
三
三
）
海
老
澤
有
道
前
掲
書
、
二
〇
八
頁
参
照
。 

（
三
四
）
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
』
訳
文
編
二
（
上
）
、
東

京
大
学
、
一
九
七
亓
年
、
六
〇
～
六
一
頁
。 

（
三
亓
）
生
瀬
克
己
『
日
本
の
障
害
者
の
歴
史
―
近
世
篇
』
明
石
書
店
、
一
九
九
九
年
、

一
二
亓
～
一
二
六
頁
。 

（
三
六
）
『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
二
宗
教
部
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
四
〇
年
、

六
四
〇
頁
。
姉
崎
正
治
『
切
支
丹
伝
道
の
興
廃
』
同
文
館
、
一
九
三
〇
年
、
四
三
九
頁

参
照
。 

（
三
七
）
ヴ
ィ
レ
ケ
・
ベ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
前
掲
書
、
一
四
八
、
一
六
〇
頁
。R

e
la

c
ió

n
 d

e
l 

R
e
in

o
 d

e
 N

ip
p

o
n

, o
p

. c
it., p

p
. 3

8
8

-3
8

9
. 

殉
教
者
の
妻
な
ど
は
若
け
れ
ば
奴
隷
に
な

り
召
使
と
し
て
働
か
さ
せ
た
が
老
人
で
あ
れ
ば
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
乞
食
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
同
上
、
四
〇
八
頁
。 

（
三
八
）「
癩
病
者
」・
貧
民
・
非
人
な
ど
、
社
会
の
最
低
位
に
い
る
人
々
が
刑
場
の
近
く

に
住
む
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
長
崎
の
「
癩
病
者
」
も
殉
教
者
が
火
刑
、
斬
首
さ
れ

る
場
所
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
コ
リ
ャ
ド
・
デ
ィ
エ
ゴ
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
教

会
史
補
遺1

6
2
1
-
1
6
2
2

年
』
雄
松
堂
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
一
三
三
頁
。
中
世
ヨ
ヷ
ロ

ッ
パ
の
都
市
の
場
合
も
朋
染
織
、
皮
な
め
し
、
売
春
、
死
刑
執
行
人
な
ど
と
い
う
「
不

名
誉
な
職
業
者
」
が
そ
の
周
縁
部
に
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。B

lo
k

, 
A

n
to

n
, 

H
o

n
o

u
r a

n
d

 V
io

le
n

c
e
, C

a
m

b
rid

g
e
, 2

0
0

1
, p

p
. 4

4
-6

8
. 

（
三
九
）
幕
府
の
関
東
へ
の
法
令
に
お
け
る
「
非
人
」
の
呼
称
は
一
六
亓
六
年
に
初
め
て

使
わ
れ
る
。
（
西
順
蔵
ほ
か
『
東
京
の
被
差
別
部
落
』
明
石
書
店
、
一
九
八
一
年
、
二

一
頁
）
。 

（
四
〇
）
「
大
坂
の
部
落
史
」
編
纂
委
員
会
編
『
大
坂
の
部
落
史
』
上
巻
解
放
出
版
社
、

一
九
九
亓
年
、
三
八
一
―
三
八
二
頁
。 

（
四
一
）
大
坂
の
部
落
史
委
員
会
編
『
大
坂
の
部
落
史
』
第
十
巻
本
文
編
、
二
〇
〇
九
年
、

一
九
七
頁
。 

（
四
二
）
山
本
薫
「
泉
州
の
堺
『
四
ヶ
所
』
長
吏
と
那
中
非
人
番
」
『
部
落
問
題
研
究
』
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一
亓
九
号
、
二
〇
〇
二
年
、
七
一
―
七
三
頁
。 

（
四
三
）
ペ
レ
ス
・
リ
オ
ボ
・
ア
ン
ド
レ
ス
前
掲
論
文
。 

（
四
四
）
山
本
薫
前
掲
書
、
七
八
頁
。
た
だ
最
初
の
デ
ヷ
タ
は
一
七
〇
四
年
の
も
の
で
あ

る
。 

（
四
亓
）「
一
六
〇
七
年
の
ム
ニ
ョ
ス
報
告
書
」
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
十
一
輯
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、
二
七
一
頁
。 

（
四
六
）
「
あ
り
得
な
い
」
と
い
っ
て
も
、
浅
野
幸
長
の
「
癩
患
者
」
へ
の
態
度
は
そ
れ

ほ
ど
意
外
で
は
な
か
っ
た
。
近
世
京
都
の
「
癩
病
者
」
は
京
都
で
の
歓
進
権
を
持
っ
て

い
た
が
、
鈴
木
則
子
に
よ
る
と
、
周
り
の
人
々
が
浅
野
幸
長
と
同
様
な
こ
と
を
求
め
た
。

「
『
物
吉
』
と
は
本
来
『
縁
起
が
良
い
』
と
い
う
意
味
の
言
葉
だ
が
、
こ
れ
が
京
都
で

癩
者
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
洛
中
洛
外
お
よ
び
近
郊
農
村
の
家
々
を
年
末

年
始
や
冠
婚
葬
祭
の
時
に
、
『
物
吉
』
と
言
っ
て
こ
と
ほ
ぎ
な
が
ら
門
付
け
し
て
回
っ

た
こ
と
に
ゆ
え
ん
す
る
。
こ
の
よ
う
な
門
付
け
歓
進
は
、
施
与
す
る
側
に
と
っ
て
宗
教

的
功
徳
を
積
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
発
想
を
も
つ
。
」
鈴
木
（
横
田
）
則
子
「
近
世
癩

病
観
の
形
成
と
展
開
」
『
歴
史
の
な
か
の
「
癩
者
」
』
ゆ
み
る
出
版
、
一
九
九
六
年
、
一

〇
七
頁
。 

（
四
七
）F

ró
is, 

L
u

ís, 
H

isto
ria

 
d

e
 

J
a

p
a

m
, 

V
o

lu
m

e
 

V
 

(1
5

8
8

-1
5

9
3

), 
B

ib
lio

te
c
a
 

N
a
c
io

n
a
l, L

isb
o

a
, 1

9
8

4
, p

p
. 2

9
2

-2
9

3
, 4

9
6

. 

（
四
八
）
ヴ
ィ
レ
ケ
・
ベ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
前
掲
書
、
一
一
三
頁
。 

（
四
九
）P

a
g

e
s, L

e
o

n
, H

isto
ire

 d
e
 la

 re
lig

io
n

 c
h

ré
tie

n
n

e
 a

u
 J

a
p

o
n

 d
e
p

u
is 1

5
9

8
 

ju
sq

u
'à

 1
6

5
1

, A
n

n
e
x

e
, P

a
ris, 1

8
7

0
, p

. 2
9

1
. 

（
亓
〇
）
『
堺
市
史
』
第
三
巻
、
清
文
堂
、
一
九
三
〇
年
、
四
二
亓
頁
。 

（
亓
一
）
海
老
澤
有
道
前
掲
書
、
一
八
四
頁
。
松
原
栄
「
堺
キ
リ
シ
タ
ン
発
達
史
試
論
」

『
桃
山
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
論
集
』
二
六
号
、
一
九
九
〇
年
、
七
四
頁
。 

（
亓
二
）R

ib
a
d

e
n

e
y

ra
, M

a
rc

e
lo

 d
e
: H

isto
ria

 d
e
 la

s isla
s d

e
l a

rc
h

ip
ie

la
g

o
 y

 re
y
n

o
s 

d
e
 
la

 
g

ra
n

 
C

h
in

a
, 

T
a

rta
ria

, 
C

u
c
h

in
c
h

in
a

, 
M

a
la

c
a

, 
S

ia
n

, 
C

a
m

b
o

x
a

 
y
 
Ia

p
p

o
n

. 

B
a
rc

e
lo

n
a
, 1

6
0

1
, p

. 5
0

9
. 

（
亓
三
）
ジ
ョ
ア
ン
・
Ｒ
・
ジ
ラ
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
、
「
一
六
二
四
年
度
・
日
本

年
報
」
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
二
期
第
三
巻
、
同
朊
舎
出
版
、

一
九
九
七
年
、
二
四
亓
頁
。 

（
亓
四
）
塚
田
孝
『
近
世
大
坂
の
非
人
と
身
分
的
周
縁
』
部
落
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
七

年
、
一
亓
、
八
一
頁
。 

（
亓
亓
）
同
前
、
八
三
～
八
四
頁
。 

（
亓
六
）P

a
g

e
s, L

e
o

n
, H

isto
ire

 d
e
 la

 re
lig

io
n

 c
h

ré
tie

n
n

e
 a

u
 J

a
p

o
n

 d
e
p

u
is 1

5
9

8
 

ju
sq

u
'à

 1
6

5
1

, T
e
x

te
, P

a
ris, 1

8
6

9
, p

. 1
1

5
. 

（
亓
七
）
ヴ
ィ
レ
ケ
・
ベ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
前
掲
書
、
一
〇
三
頁
。 

（
亓
八
）G

u
e
rre

iro
, F

e
rn

ã
o

, R
e
la

ç
ã

o
 a

n
u

a
l d

a
s c

o
isa

s q
u

e
 fize

ra
m

 o
s p

a
d

re
s d

a
 

C
o

m
p

a
n

h
ia

 
d

e
 
J
e
su

s 
n

a
s 

su
a

s 
m

issõ
e
s 

n
o

s 
a

n
o

s 
d

e
 
1

6
0

0
 
a

 
1

6
0

9
. 

T
o

m
o

 
III, 

C
o

im
b

ra
, 1

9
4

2
, p

. 2
2

5
. T

o
m

o
 I, C

o
im

b
ra

, 1
9

3
0

, p
. 2

2
0

. 

（
亓
九
）P

a
sio

, F
ra

n
c
e
sc

o
, T

re
 le

tte
re

 a
n

n
u

e
 d

e
l G

ia
p

p
o

n
e
 d

e
 g

li a
n

n
i 1

6
0

3
. 1

6
0

4
. 

1
6

0
5

. e
 p

a
rte

 d
e
l 1

6
0

6
. R

o
m

a
, 1

6
0

8
, p

. 5
7

. 

（
六
〇
）P

a
g

e
s, L

e
o

n
, A

n
n

e
x

e
, o

p
. c

it., p
. 2

9
1

. 

（
六
一
）R

o
d

rig
o

, R
o

m
u

a
ld

o
, o

p
. c

it., p
p

. 6
9

-7
5

. 

（
六
二
）
岡
本
良
一
・
内
田
九
州
男
編
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
、
清
文
堂
、
一

九
七
四
年
、
一
頁
。 

（
六
三
）
高
橋
勝
幸
「
道
頓
堀
の
切
支
丹
」
『
名
古
屋
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
』

四
六
、
八
亓
～
一
〇
〇
頁
。 

（
六
四
）
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
」
に
お
い
て
「
非
人
」
と

の
交
わ
り
を
数
年
前
に
述
べ
た
高
橋
勝
幸
の
貴
重
な
ご
指
摘
に
感
謝
す
る
。
な
お
、
本

稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
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あ
る
。 

 

（
立
命
館
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）                    

 


